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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域や人々がその社会を根底から破壊する災禍にあっても、災禍を吸収す
るダイナミズムを保持することを明らかにした。従来どのようにリスクを捉えるのかについて議論されてきたの
は、（Ａ）リスクを外部条件としてみなし、それをいかに避けるのか（防潮堤・災害危険区域指定・高台移転）
が提示されてきた。それに対し、本研究では（Ｂ）内部条件として、（１）災害リスクに対して地域コミュニテ
ィや人々が脆弱性を吸収し、回復する力を保持しているのかを明らかにする。（２）千年災禍のなかで、漁村沿
岸地域における災害危険区域や水産業復興特区等の強圧的な行政政策に対して対抗論理を志向する実践性（＝生
きられた法）を提示する。

研究成果の概要（英文）：　This study revealed that even if local communities encounter disasters 
that basically destroy society, they will retain dynamism to alleviate the disaster. What has 
traditionally been discussed about risks is to consider risk as an external condition and how to 
avoid it (ex. tide breakwater/disaster hazard area/high ground relocation). In contrast, this 
research clarifies whether the local community holds the power to reduce and recover vulnerability 
to disaster risk as an internal condition.
　This research presents the practicality (= living law) towards counter logic against the strict 
administrative policy in the coastal area of the fishing village, in the catastrophe.

研究分野：災害社会学

キーワード： レジリエンス　記録筆記法　痛み温存法　手紙　霊性　災害コミュニティ　曖昧な喪失の意味の豊富化
　生ける死者
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、地域コミュニティがその社会を
根底から破壊するような災禍にあってもな
お、その災禍を吸収するダイナミズムを保持
していることを明らかにする。人類学者のホ
フマンはこのことを、人びとが自然の事象を
文化のもとに置き直そうとしたと表現して
いる。そして被災者がなぜ荒廃した地域に戻
ってくるのか、災害が慢性的に起こる地域に
なぜ人は住み続けるのかについて彼女は、経
済的理由や安全な場所から締め出されてい
るという理由以外に、宗教的な象徴表現を用
いた隠喩が所有の働きをもたらすことを指
摘している（ホフマン，2006）。 
社会学に引きつけて言えば、人びとの生活
サイクルに自然災禍を所与のものとして組
み込み所有することで、災禍をコントロール
可能なものにしていることを指摘できる。そ
れは千年災害であってもまるで災禍を「所
有」するかのように、コミュニティが災害の
リスクを“引き受ける”ケースが見受けられ
るからである。自然科学者が投げかける、な
ぜリスクがありつつ住むのかという疑問に
対しては、津波や原発などのリスクは外部条
件ではなく、これまで地域コミュニティが引
き受けてきた数あるリスクのうちのひとつ
であるということを社会科学として応答す
る。 
 筆者が編んだ、岩手・宮城・福島を中心と
した震災直後の濃密な災害エスノグラフィ
ー『3.11 慟哭の記録―71 人が体感した大津
波・原発・巨大地震』（新曜社）が今回の研
究の下地となる。トピック・地域を複数に設
け小さな出来事を濃密に描くことで、できる
だけ現場の生々しい「声」に重きを置いて、
実態のつかみにくい 1000 年規模の大災害を
社会史としてまるごと理解するためのアプ
ローチをとった。エスノグラフィックに描き
出すことで 1000 年規模の災害を把握できる
ようにし、複合災害の核となる生のデータを
収集してきた。さらに社会学的研究を進めた
ものとして、原発と津波によって非居住地に
なった地域で人がいかに暮らしをたてコミ
ュニティを再建しうるのかを論じた「千年災
禍の所有とコントロール」『東日本大震災と
日本社会の再生―社会学からの問いかけ』
（ミネルヴァ書房）がある。 
 また、これまで大阪国際空港の不法占拠を
扱った著書『生きられた法の社会学―伊丹空
港「不法占拠」はなぜ補償されたのか』（新
曜社）を研究成果として刊行しており、そこ
で提出した生きられた法（=法外生成論）は、
法律による例外化状態に対処する人びとや
コミュニティから思考された論理である。環
境劣悪な貧困地域が多くの場合、法律の適用
可能性から閉ざされている点に着目して、人
びとが土地に関わることで獲得してきた｢正
義（＝正統性）｣とそれを周りから注視する
｢公共性｣のあり方について社会学的に分析
をおこなってきた。この生きられた法論は、

漁村沿岸地域における災害危険区域指定や
水産業復興特区による漁業権の収奪などを
捉える際の理論上の基礎的素地となる。 
 
２．研究の目的 
従来災害研究のなかでどのようにリスク
を捉えるのかについて議論されてきたのは、
（Ａ）リスクを外部条件としてみなし、それ
をいかに避けるのか（防潮堤・災害危険区域
指定・高台移転）が提示されてきたのであり、
（Ｂ）所与のものとして、コミュニティにお
ける内部条件として分析された研究はなさ
れていない。そこで本研究では（Ｂ）内部条
件として、（１）災害リスクに対して地域コ
ミ ュ ニ テ ィ が ど の よ う に 脆 弱 性
（vulnerability）を吸収し、回復する力
（resilience）を保持しているのかを環境社会
学的に明らかにする。とりわけ（２）、東日
本大震災という千年災禍を目の当たりにし、
漁村沿岸地域における災害危険区域指定や
水産業復興特区などの強圧的な行政政策
（paternalism）に対して対抗論理を志向す
る実践性（＝生きられた法）を提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、１）東日本大震災において著書
「3.11 慟哭の記録」で調査を行った地域です
でに蓄積された資料のデータベース化、２）
あらたな文献資料の収集とそのデータベー
ス化が中心となる。それと並行して、３）国
内・海外のリスクや災害での環境利用にかか
わる聞き取り調査と、４）それらの資料と個
別の地域での既存の調査データをつきあわ
せる方法論の検討をおこなうために、災害や
レジリエンス等の既存文献を環境利用とい
う切り口で整理しデータベース化をおこな
う。５）さらに文献の調査地の住民、研究者
との情報交換をおこない環境情報ネットワ
ークの構築をおこなう。６）研究成果をまと
めた本を出版し刊行する。 
 
４．研究成果 
災害研究において挑戦的な研究を通して
萌芽的な探索を行ってきた。それは既に研究
と社会的に国内外分野を問わず一定程度の
評価を得るに至った（出版物『霊性の震災学』
『震災学入門』『悲愛』等）。一連の研究のな
かで出てきた開拓すべき課題は、生と死 の
“あわい”から考える社会構想であった。既
存の社会学では地域コミュニティ、心理学的
には心のケア、宗教学的には宗教組織や慰霊
からのアプローチで対象を切り込むことが 
できる。しかし、東日本大震災に代表される
ように既存の方法論で切れるものの、それに
収まりきらない問題群が、行方不明の存在で
あったり、幽霊の目撃談であったり、夢での
邂逅であったりする。これらの問題を深く掘
り下げることは、既存の学問で捉えきること
ができないものとして学問的なパラダイム
を大きく革新させ、実践性と新たな理論的構



築を飛躍的に発展させる可能性を秘めてい
ると言えよう。 
東日本大震災から 5 年の研究成果として、
次の 2冊『呼び覚まされる霊性の震災学──
3・11 生と死のはざまで』と『震災学入門―
死生観からの社会構想』を上程出版すること
ができた。 
金菱清編『呼び覚まされる霊性の震災学』
（新曜社）では、タクシードライバーの幽霊
体験、その真相とは？ わが子は記憶のなか
で生きていると慰霊碑を抱きしめる遺族、７
００体もの遺体を土中から掘り起こして改
葬した葬儀社、津波のデッドラインを走る消
防団員、骨組みだけが残った防災庁舎を震災
遺構として保存するかなど、被災地の生と死
の現場に迫った。亡くなった肉親や津波犠牲
者の存在をたしかに感じるという、目にみえ
ない霊性の世界に迫ることで、生と死のはざ
まの意味の豊富化を提示することができた。 
金菱清『震災学入門』（ちくま新書）では、
「行政効率が悪く、経済的魅力にも乏しく、
危険で不便な土地に住んでいる」というマイ
ナスのカードを他者から次々に切り続けら
れている被災地の当事者たちであるが、異な
るアプローチから震災をとらえてみるとそ
れとは全く違った被災地のあり方がみえて
くる。被災地に覆っているまなざしは、いず
れも「屈強で個人の意思がはっきりしていて
ものが言える」強さに由来する論理であるよ
うに思われる。そして、そのような正しさや
強さに由来する論理では、災害弱者である当
事者を強く頷かせるような納得させる理屈
はでてこないと言えるだろう。本研究の成果
は、上から冷たくまなざされる強さではなく、
被災者が直面している徹底した「弱さの論
理」からの思考方法を鍛え上げた。 
 また震災から 6 年の研究成果として、『悲
愛─あの日のあなたへ手紙を書く』（新曜社）
を上程出版することができた。 
 本書は、「亡き人への手紙プロジェクト」
との一環で、実践的課題から震災の問いを作
り出す画期的な試みである。2012 年に送り出
した編著書「3.11 慟哭の記録－71 人が体感
した大地震・巨大津波・原発事故」（新曜社）
が、5W1H という行動記録をとることの記録
への挑戦、そして死者との随伴行為の発見で
あった。それに対して、この手紙プロジェク
トは、亡き人（大切なモノ、失われた故郷）
への直接的な 挽歌の宛先のある想いがどの
ように綴られるかを通して、必ずしも調査者
と被調査者との聞き取り行為で追えないよ
うなより深い死者との相互行為の実態とそ
の効果として災害のトラウマ研究 における
金字塔を精神分野の領域から逸脱しながら
も打ち立てることにあった。 
 50 人規模の対象者 （行方不明を含めた亡
き人）へ依頼し、死者との具体的な向き合い
方を手紙という形で直接綴っていただき、そ
れを元に深い聞き取りを行い、私的なものに
沈潜している生者と死者のあわいで生み出

される意識と社会的意味を問うた。  
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